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平
成
26
年
度
定
時
総
会  

開
催

平
成
26
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度
定
時
総
会  

開
催

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
・

　
会
費
値
上
げ
に
つ
い
て
承
認

　

平
成
26
年
度
の
定
時
総
会
を
、
４
月

１
日（
火
）、
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス

京
都
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
員
病
院
よ
り
20
名
が
参
加（
委
任
状
：

28
名
）。
平
成
25
年
度
の
会
務
報
告
・

決
算
な
ら
び
に
平
成
26
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
の
ほ
か
、
一
般
社
団
法
人
へ

の
移
行
並
び
に
通
常
会
費
の
値
上
げ
に

関
す
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
開
催
し
た
懇
親
会
で

は
、
中
橋
彌
光
顧
問
の
乾
杯
の
ご
発
声

に
よ
り
開
宴
し
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
み
、
盛
会
裏
に
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

◆
野
口
会
長
「
責
任
あ
る
団
体
と

し
て
意
見
発
信
し
て
い
く
」

　

総
会
の
冒
頭
、
野
口
会
長
は
挨
拶
の

中
で
、
今
後
の『
京
都
府
病
院
協
会
の

あ
る
べ
き
姿
』
を
見
据
え
て
、
今
年
度
、

本
会
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ

い
て
概
説
し
ま
し
た
。
野
口
会
長
は

「〝
団
塊
の
世
代
〞
が
75
歳
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
に
は
、
日
本
は
世
界
に
類

を
見
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
こ
と

し
て
、「
会
則
」の
変
更（
第
23
条
：
通

常
会
費
の
徴
収
）に
つ
い
て
も
議
案
上
程
。

い
ず
れ
の
議
案
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、平
成
25
年
度
の
会
務
報
告
・

決
算
な
ら
び
に
平
成
26
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
の
議
案
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
26
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
別

掲
「
基
本
方
針
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
日
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た
議
案
は

左
記
の
と
お
り
。

と
な
る
。
今
後
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
枠
組
み
が
大
き
く
変
容
し
て
い
く
中

で
、
本
会
と
し
て
も
、
京
都
府
に
お
け

る
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、

一
致
団
結
し
て
関
わ
っ
て
い
き
、
責
任

あ
る
団
体
と
し
て
意
見
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

◆
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ

い
て
承
認

　

第
３
号
議
案
で
は
、
一
般
社
団
法
人

へ
の
移
行
に
関
し
て
議
案
上
程
し
ま
し

た
。主
旨
説
明
に
立
っ
た
野
口
会
長
は
、

国
会
で
の
審
議
が
は
じ
ま
っ
た「
医
療
・

介
護
一
括
法
案
」（
別
掲
）の
動
向
に
触

れ
「
今
後
、
病
床
機
能
報
告
制
度
が
今

年
度
中
に
始
ま
り
、
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ

ン
も
数
年
内
に
策
定
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
機
能
分
化
と
連
携
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
の
も
と
、
京
都
府
内
に
お
け
る

病
院
医
療
の
再
編
が
動
き
出
そ
う
と
し

て
い
る
時
に
、
京
都
府
病
院
協
会
が
責

任
あ
る
組
織
と
し
て
、
行
政
や
他
の
医

療
団
体
に
意
見
を
発
信
し
て
い
く
べ
き

だ
」と
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

「
本
会
と
し
て
も
、
法
人
格
を
取
得
し

て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
と
の
意

向
を
示
し
、
⑴
目
指
す
べ
き
法
人
の

形
態
は
一
般
社
団
法
人
⑵
取
得
日
は

平
成
26
年
度
中
を
目
指
す
こ
と
を
提

案
。
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成　

年
度
通
常
会
費
の
値
上

げ
を
承
認

　

ま
た
、
第
４
号
議
案
で
は
、
平
成
26

年
度
通
常
会
費
の
値
上
げ
に
関
し
て
議

案
上
程
し
ま
し
た
。
今
回
の
法
人
格
取

得
に
か
か
る
諸
経
費（
事
務
所
賃
料
や

人
件
費
等
）が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
の
通
常
会
費
を
こ
れ
ま
で

の
３
０
，０
０
０
円
か
ら
５
０
，０
０
０
円

に
値
上
げ
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。
そ
の
う
え
で
、
野
口
会
長
は
「
会

費
値
上
げ
を
お
願
い
す
る
以
上
、今
後
、

会
内
で
の
経
費
削
減
に
も
努
め
た
い
」

と
の
意
向
を
示
し
、
会
員
病
院
の
理
解

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連
議
案
と

26

第1号議案  平成25年度京都府病院協会会務報告に関し承認を求める件
第2号議案  平成25年度京都府病院協会歳入歳出決算に関し承認を求める件
第3号議案  一般社団法人への移行に関し承認を求める件
第4号議案  通常会費の徴収に関し承認を求める件
第5号議案  京都府病院協会「会則」の変更に関し承認を求める件
第6号議案  平成26年度京都府病院協会事業計画に関し承認を求める件
第7号議案  平成26年度京都府病院協会歳入歳出予算に関し承認を求める件

平成26年度定時総会 提案議題

総会で挨拶する野口会長

（1）2014年（平成26年）5月15日 京都府病院協会ニュース 第 4号



　

本
会
は
昭
和
26
年
４
月
26
日
、
京
都

病
院
長
会
と
し
て
発
足
し
て
い
ま
す
。

昭
和
39
年
に
京
都
私
立
病
院
協
会
が
分

離
独
立
し
た
後
、
昭
和
41
年
６
月
１
日

に
京
都
府
病
院
協
会
と
名
称
を
改
め

て
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
本
会

の
目
的
は
「
病
院
の
医
療
施
設
の
改
善

と
医
療
内
容
の
向
上
を
は
か
り
、
か
つ

病
院
相
互
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
」

で
、
京
都
府
内
の
官
公
立
私
立
の
病
院

の
代
表
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
る
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
府
病
院
協
会
は

今
年
創
立
63
年
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の

間
京
都
府
病
院
協
会
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
昭
和
26

年
に
60
歳
前
後
で
あ
っ
た
平
均
寿
命

が
、
平
成
24
年
に
は
女
性
86
・
41
歳
、

男
性
79
・
94
歳
と
な
り
、
世
界
に
例
を

見
な
い
長
寿
社
会
で
の
医
療
提
供
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、医
療
・

介
護
・
福
祉
を
ど
う
す
れ
ば
適
切
に
提

供
で
き
る
の
か
を
検
討
す
る
た
め
と
し

て
、
ま
ず
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
病

床
機
能
報
告
制
度
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
基
に
地
域
医

療
ビ
ジ
ョ
ン
も
近
々
策
定
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
京
都
府
病
院
協
会
は
何
が
出
来
る
の

か
を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

京
都
府
病
院
協
会
は
京
都
府
に
お
け

る
が
ん
診
療
の
中
心
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
二
人
に
一
人
が
が
ん
に
罹
患

し
、
三
人
に
一
人
が
が
ん
で
死
亡
す
る

時
代
で
す
。
し
か
し
、が
ん
の
罹
患
率
や

死
亡
率
は
、
年
齢
調
整
後
で
は
ほ
と
ん

ど
の
が
ん
で
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

絶
対
数
で
が
ん
患
者
が
増
え
て
い
る
の

は
、
高
齢
者
の
が
ん
患
者
が
増
え
て
い

る
か
ら
で
す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
が

ん
診
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
15
日
に
、
福
知
山
市
の
花

火
大
会
会
場
で
多
数
の
方
が
火
傷
を
負

わ
れ
た
爆
発
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
京

都
府
病
院
協
会
の
会
員
病
院
で
あ
る
福

知
山
市
民
病
院
を
中
心
と
し
た
救
急
連

携
体
制
で
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
の
対
応
時
に

は
京
都
府
病
院
協
会
の
枠
や
都
道
府
県

の
枠
を
超
え
た
医
療
機
関
と
の
連
携
が

円
滑
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
京

都
府
内
で
発
生
す
る
救
急
疾
患
や
災
害

時
の
対
応
も
京
都
府
病
院
協
会
が
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
中
心
的
に
担
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

京
都
私
立
病
院
協
会
は
今
年
創
立
50

周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
京
都
府
に
二

つ
あ
る
病
院
協
会
は
京
都
病
院
学
会
の

学
会
長
を
交
互
に
出
す
な
ど
密
な
関
係

を
築
い
て
き
ま
し
た
。
梶
田
芳
弘
前
会

長
の
時
に
始
ま
っ
た
、
府
病
協
と
私
病

協
の
合
同
会
議
も
昨
年
末
で
７
回
を
数

え
、
両
協
会
の
関
係
は
一
層
密
に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

1
会
務
担
当
理
事
会
及
び
総
会

⑴
本
会
会
務
の
中
核
と
し
て
、
毎
月
１
回
・
第
一
火
曜
日
を
定
期
開
催
日
と
し
、

会
員
病
院
の
状
況
、
要
望
を
踏
ま
え
、
本
会
業
務
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

⑵
総
会
は
４
月
第
一
火
曜
日
に
開
催
し
、
前
年
度
事
業
報
告
並
び
に
会
計
決
算
に

つ
い
て
審
議
し
、
了
解
を
得
る
と
と
も
に
、
当
該
年
度
の
役
員
の
選
任
、
事
業

計
画
及
び
会
計
予
算
案
、
そ
の
他
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
を
得
ま
す
。

2
今
年
度
事
業
計
画

⑴
新
春
懇
親
会
を
１
月
の
早
い
時
期
に
開
催
し
、
会
員
と
と
も
に
、
行
政
、
関
係

諸
団
体
の
長
及
び
役
員
等
を
招
い
て
、
相
互
の
親
睦
と
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

⑵
行
政
な
ら
び
に
医
療
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

①
医
療
制
度
改
革
に
向
け
た
対
応
の
共
同
の
取
り
組
み

②
休
日
、
急
病
、
救
急
医
療
体
制
へ
の
協
力
と
対
策

③
公
私
の
垣
根
の
な
い
病
病
連
携
、
病
診
連
携
の
強
化
と
充
実

④
病
院
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
意
思
疎
通
と
共
同
事
業
の
展
開

⑤
医
療
に
関
す
る
地
域
住
民
へ
の
啓
発
運
動
へ
の
参
加

⑥
京
都
病
院
学
会
、
京
都
医
学
会
へ
の
積
極
的
取
り
組
み
と
協
力

⑶
近
畿
病
院
団
体
連
合
会
、
日
本
病
院
会
及
び
全
国
公
私
立
病
院
連
盟
な
ど
の
活

動
へ
参
加
し
ま
す
。

⑷
関
係
団
体
へ
の
各
種
委
員
会
、
協
議
会
、
審
議
会
等
へ
の
委
員
の
派
遣
及
び
関

係
諸
団
体
と
の
協
力
、
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

⑸
各
種
研
修
会
の
開
催
並
び
に
共
催
を
実
施
し
ま
す
。

⑹
病
院
長
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

⑺
病
院
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
諸
施
策
の
立
案
、
実
施
し
ま
す
。

⑻
看
護
師
等
医
療
従
事
者
の
確
保
対
策
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑼
救
急
医
療
体
制
等
の
確
立
と
京
都
府
民
の
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑽
第
49
回
京
都
病
院
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑾
一
般
社
団
法
人
化
へ
向
け
た
準
備
を
し
ま
す
。

⑿
京
都
府
病
院
協
会
ニュ
ー
ス
を
発
行
し
、会
員
病
院
間
の
意
思
疎
通
を
強
化
し
ま
す
。

⒀
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
活
用
に
よ
り
、
迅
速
な
病
院
長
間
の
情
報
・
意
見
交
換

の
場
を
提
供
し
ま
す
。

⒁
府
病
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
、
活
用
に
よ
り
、
会
員
及
び
関
係
団
体

に
対
し
て
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

【URL

：http://w
w
w
.fubyokyo.kyoto.m

ed.or.jp

】

の
中
心
と
な
る
で
あ
ろ
う
病
院
医
療
の

再
編
に
つ
い
て
も
、
如
何
に
し
て
京
都

府
民
に
安
心
・
安
全
な
医
療
を
提
供
し

て
い
く
か
と
い
う
視
点
で
、
と
も
に
議

論
を
深
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
時
に
、
京

都
府
病
院
協
会
が
一
致
し
て
、
意
見
を

行
政
や
他
の
医
療
団
体
に
対
し
て
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
の
為

に
、
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
京

都
府
病
院
協
会
の
法
人
化
へ
の
移
行
も

何
と
か
今
年
度
中
に
は
実
現
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
例
年
通
り
、
京
都
病
院
学

会
、
病
院
長
研
修
、
文
化
講
演
、
京
都

医
療
団
体
と
の
よ
り
深
い
連
携
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
方
針

基
本
方
針

平
成
26
年
度 

事
業
計
画

平
成
26
年
度 

事
業
計
画

平成26年度の通常会費については、去る4月1日㈫に
開催されました「平成26年度定時総会」におきまして、
以下のとおり承認されましたので、お知らせいたします。
近日中に会員病院宛にご請求させていただきますので、
ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。

平成26年度 通常会費について

平成26年度通常会費 50,000円
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1
病
床
機
能
報
告
制
度
と
地
域
医
療
構
想

（
ビ
ジ
ョ
ン
）の
策
定

○　

病
床
機
能
報
告
制
度

（
平
成
26
年
10
月
１
日
施
行
）

　
　

医
療
機
関
が
、そ
の
有
す
る
病
床
に
お
い

て
担
って
い
る
医
療
機
能（
高
度
急
性
期
、急

性
期
、回
復
期
、慢
性
期
）の
現
状
及
び
今

後
の
方
向
を
選
択
し
、病
棟
単
位
で
、都
道

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の

総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
案
の
概
要
に
つ
い
て
（
医
療
法
関
係
）

出
所
：
平
成
26
年
３
月
３
日（
月
）全
国
医
政
関
係
主
管
課
長
会
議
資
料

　

４
月
に
入
り
、
衆
議
院
で
は
「
地
域

に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な

確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
」（
以
下
「
一

括
法
案
」
と
い
う
）の
審
議
が
始
ま
り

ま
し
た
。
一
括
法
案
で
は
①
病
床
機

能
報
告
制
度
の
創
設
や
地
域
医
療
構
想

（
ビ
ジ
ョ
ン
）の
策
定
②
特
定
行
為
に

関
す
る
看
護
師
の
研
修
制
度
の
新
設

③
医
療
事
故
調
査
制
度
の
創
設
④
新

た
な
財
政
支
援
制
度
の
創
設
、
等
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
多

く
の
重
要
法
案
を
１
つ
の
法
案
に
詰
め

込
む
手
法
に
は
与
野
党
か
ら
批
判
の
声

も
出
て
い
ま
す
が
、
今
国
会
で
成
立
す

れ
ば
、
医
療
界
に
及
ぶ
影
響
は
大
き
い

と
想
定
さ
れ
ま
す
。
以
下
に
一
括
法
案

に
お
け
る
「
医
療
法
関
係
」
部
分
を
抜

粋
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

府
県
に
報
告
す
る
制
度
を
設
け
、医
療
機

関
の
自
主
的
な
取
組
み
を
進
め
る
。

○　

地
域
医
療
構
想（
ビ
ジ
ョン
）の
策
定

（
平
成
27
年
４
月
１
日
施
行
）

　
　

都
道
府
県
は
、地
域
の
医
療
需
要
の
将

来
推
計
や
報
告
さ
れ
た
情
報
等
を
活
用
し

て
、二
次
医
療
圏
等
ご
と
の
各
医
療
機
能
の

将
来
の
必
要
量
を
含
め
、そ
の
地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
医
療
機
能
の
分

化
と
連
携
を
適
切
に
推
進
す
る
た
め
の
地

域
医
療
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、医
療
計
画

に
新
た
に
盛
り
込
み
、さ
ら
な
る
機
能
分
化

を
推
進
。

　
　

国
は
、都
道
府
県
に
お
け
る
地
域
医
療

構
想（
ビ
ジ
ョ
ン
）策
定
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
す
る
。（
平
成
26
年
度
〜
）

2
在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
の
推
進

（
平
成
26
年
４
月
１
日
又
は
法
律
交
付
の

日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
）

○　

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
を
総
合

的
に
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
に

則
し
て
、国
が
定
め
る
医
療
計
画
の
基
本
方

針
と
介
護
保
険
事
業
計
画
の
基
本
指
針
を

整
合
的
な
も
の
と
し
て
策
定
。

○　

医
療
計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
の
計

画
期
間
が
揃
う
よ
う
、平
成
30
年
以
降
、医

療
計
画
の
計
画
期
間
を
６
年
に
改
め
、在
宅

医
療
な
ど
介
護
保
険
と
関
係
す
る
部
分
に
つ

い
て
は
、中
間
年（
３
年
）で
必
要
な
見
直
し
を

行
う
。

○　

地
域
医
療
構
想（
ビ
ジ
ョン
）の
中
で
市
町

村
等
ご
と
の
将
来
の
在
宅
医
療
の
必
要
量

を
示
す
と
と
も
に
、在
宅
医
療
を
担
う
医

療
機
関
や
訪
問
看
護
等
の
提
供
体
制
に
係

る
目
標
や
役
割
分
担
、在
宅
療
養
患
者
の

病
状
の
変
化
に
応
じ
た
病
床
の
確
保
の
あ

り
方
等
を
医
療
計
画
に
盛
り
込
む
。

3
特
定
機
能
病
院
、地
域
医
療
支
援
病
院
の

承
認
要
件
の
見
直
し

○　

医
療
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
の
変
化

を
踏
ま
え
、「
特
定
機
能
病
院
及
び
地
域
医

療
支
援
病
院
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」を
設
置
、そ
れ
ぞ
れ
の
承
認
要
件
の
見

直
し
を
行
う
。（
平
成
26
年
４
月
１
日
施

行
）

4
医
師
確
保
対
策（
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
）

○　

都
道
府
県
が
、キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
一

体
と
な
って
医
師
不
足
の
医
療
機
関
の
医
師

確
保
の
支
援
等
を
行
う
地
域
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
医
療
法
に
位
置
づ
け
る
。

（
平
成
26
年
10
月
１
日
施
行
）

5
医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改
善（
医
療
勤
務

環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
）

○　

医
師
、看
護
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
全
体

の
離
職
防
止
や
医
療
の
質
の
向
上
を
図
る

た
め
、国
に
お
け
る
指
針
の
策
定
等
、各
医

療
機
関
が
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し

て
計
画
的
に
勤
務
環
境
改
善
に
向
け
た
取

組
み
を
行
う
た
め
の
仕
組
み（
勤
務
環
境
改

善
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）を
創
設
す
る
と

と
も
に
、各
都
道
府
県
ご
と
に
、こ
う
し
た

取
組
み
を
行
う
医
療
機
関
に
対
す
る
総
合

的
な
支
援
体
制（
医
療
勤
務
環
境
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー
）を
設
置
す
る
。（
平
成
26
年
10

月
１
日
施
行
）

6
医
療
事
故
に
係
る
調
査
の
仕
組
み

○　

医
療
事
故
が
発
生
し
た
医
療
機
関
に
お

い
て
院
内
調
査
を
行
い
、そ
の
調
査
報
告
を

民
間
の
第
三
者
機
関（
医
療
事
故
調
査
・
支

援
セ
ン
タ
ー
）が
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
で
再

発
防
止
に
つ
な
げ
る
た
め
の
医
療
事
故
に
係

る
調
査
の
仕
組
み
を
、医
療
法
に
位
置
づ

け
、医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
。（
平
成
27

年
10
月
１
日
施
行
）

7
臨
床
研
究
の
推
進（
臨
床
研
究
中
核
病
院
）

○　

日
本
発
の
革
新
的
医
薬
品
・
医
療
機
器

の
開
発
な
ど
に
必
要
と
な
る
質
の
高
い
臨
床

研
究
を
推
進
す
る
た
め
、国
際
水
準
の
臨

床
研
究
や
医
師
主
導
治
験
の
中
心
的
役
割

を
担
う
病
院
を
臨
床
研
究
中
核
病
院
と
し

て
医
療
法
上
に
位
置
づ
け
る
。（
一定
の
基
準

を
満
た
し
た
病
院
に
つ
い
て
、厚
生
労
働
大

臣
が
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た

上
で
、臨
床
研
究
中
核
病
院
と
し
て
承
認

す
る
）（
平
成
27
年
４
月
１
日
施
行
）

8
持
ち
分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
の
促
進
等

○　

持
分
な
し
医
療
法
人
への
移
行
促
進
。

（
平
成
26
年
10
月
１
日
施
行
）

　
　

医
療
法
人
の
経
営
者
が
死
亡
に
よ
り
相

続
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、相
続
税

の
支
払
の
た
め
の
出
資
持
分
払
戻
し
な
ど
に

よ
り
医
業
継
続
が
困
難
に
な
る
よ
う
な
こ

と
な
く
、引
き
続
き
地
域
医
療
の
担
い
手
と

し
て
、医
療
を
継
続
し
て
安
定
的
に
提
供
で

き
る
よ
う
、仕
組
み
を
導
入
す
る
。

○　

医
療
法
人
社
団
及
び
医
療
法
人
財
団
の

合
併
。（
平
成
26
年
10
月
１
日
施
行
）

　
　

社
団
た
る
医
療
法
人
と
財
団
た
る
医
療

法
人
の
合
併
を
可
能
と
す
る
。

医
療
・
介
護
一
括
法
案
が

審
議
ス
タ
ー
ト

医
療
・
介
護
一
括
法
案
が

審
議
ス
タ
ー
ト
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多数、
ご参加ください！第49回京都病院学会第49回京都病院学会

◆概　要

日　時 平成26年6月8日（日）午前9時～午後5時
場　所 池坊短期大学
学会長 冨士原正人（京都ルネス病院　理事長・院長）
共　催 京都私立病院協会・京都府病院協会

後　援 京都府・京都市・京都府医師会
一般演題 415題（9会場に分かれて実施）
参加費 医療関係者3,000円・学生1,000円・市民1,000円

※事前申込不要

◆連絡先

京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地　COCON烏丸8階　京都私立病院協会内
TEL：075－354－8838　FAX：075－354－8802

〒600-8411

◆メインテーマ「認知症を有する患者への医療」

基調講演
講師：大浦敬子氏（医療法人社団大浦会 理事長）

「永遠の17歳、おとなの学校で介護を変えよう」
午前9時～午前9時50分

午前9時55分～「認知症を有する患者への医療」に関する演題発表（6題）

講師：ウルフ・セールマルク氏（在日スウェーデン大使館 公使）

◆特別講演

午前11時30分～午後12時30分

「スウェーデンの人々の暮らし～暮らしにまつわる医療と福祉～」

〈
平
成
25
年
度
の
活
動
状
況
〉

（
平
成
26
年
１
月
〜
３
月
）

下
半
期
の
活
動
状
況

　

会
務
担
当
理
事
会
は
毎
月
第
１
火
曜

日
に
開
催
し
て
お
り
、京
都
府
に
お
け

る
医
療
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
き
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、行
政
関
係

の
各
種
審
議
会
に
委
員
と
し
て
役
員
が

参
加
し
、意
見
具
申
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
月　

平
成
26
年
新
春
講
演
会
・
懇

親
会
を
開
催
。
京
都
産
業
大

学
の
永
田
和
宏
教
授
を
お
招

き
し
「
病
気
に
打
ち
克
つ
言

葉
の
力
」
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
い
た
。

１
月　

京
都
府
病
院
協
会
・
京
都
私

立
病
院
協
会
の
連
名
で
「
看

護
職
員
の
確
保
」
に
関
す
る

要
望
書
を
京
都
府
府
知
事
に

提
出
し
た
。

３
月　

平
成
25
年
度
近
畿
病
院
団
体

連
合
会
第
２
回
委
員
会
に
本

会
よ
り
３
名
が
出
席
。
依
田

副
会
長
よ
り
「
福
知
山
花
火

大
会
事
故
に
お
け
る
医
療
連

携
」
に
つ
い
て
報
告
し
、
話

題
提
供
し
た
。
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